



経済研究所 / Institute of Developing




























































































































易フォーラム（2006 年 4 月）や両岸農業協力フォーラム（同 10 月），両

















年に台湾は「中華台北」として，WHO 総会に当たる WHA へのオブザーバー




。そのため，2008 年 5 月に野党となった民進党は，中国と対






















束を望む立場を取り続けた。2003 年 12 月には「更緊密的経済運作架構」






























連復帰レファレンダム）を推進した。さらに，2007 年 11 月の訪日時に，












め，2007 年 10 月に予定されていた両岸経済貿易文化フォーラムの開催を
見送った
(11)





そして，2008 年 3 月の総統選挙で馬英九，蕭萬長のペアが当選すると，
中国は蕭萬長次期副総統を両岸共同市場協会理事長の肩書きで博鰲（ボ
アオ）アジアフォーラムに急遽招聘した。馬英九も総統選挙の後は，中国













































WTO の政府調達協定に加盟できることが決まった（実際の加盟は 2009 年
1 月）。従来，中国政府は，政府調達協定加盟において台湾の政府機関の
名称が用いられるため，台湾の加盟に反対していた。これに続き，中国の
要人も台湾との CECA に前向きな発言を始めた。12 月 21 日に賈慶林全国
協商会議主席が CECA を協定ではなく，協議としたうえで締結に前向き
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な姿勢を表明した。同 31 日には胡錦濤国家主席も「台湾同胞に告げる書
30 周年演説」のなかで同様の発言を行った。
2009 年に入ると，台湾でも中国との FTA を推進させようとする動きが






示した。とくに ASEAN ＝中国 FTA が 2010 年に成立すると，石油化学や
機械，化学繊維などの分野で中国への輸出に支障をきたす恐れがあると




CECA においても FTA のアーリーハーベスト（早期実施）を行うべきだ
と提言した。
この要望書を提出した 6 団体は政府の影響を強く受けており，提言は政



















も 2010 年 1 月に辞任を余儀なくされた。ECFA についても馬英九政権は
より慎重な対応を迫られた。
一方，中国は ECFA への名称変更後も前向きな態度を示した。2009 年









とはいえ，正式な交渉の開始は 2010 年にもち越された。2009 年 12 月
の第 4 回江陳会談（双方の交渉機関トップ会談）では，正式交渉を行い，
次回（第 5 回）江陳会談で妥結を目指すことが合意された。ECFA 交渉は






中国側は唐煒商務部台港澳司司長となった。そして，6 月 29 日の第 5 回
江陳会談において，ECFA が調印された。
当初は，本交渉前に非公式な交渉が行われていたこともあり，2010 年














称や法的な形式である。つまり，CECA という略称が中港 CEPA を連想さ
せることや，馬英九総統が「1 つの中国」を認めて台湾の地位や主権を矮
小化するとの懸念が指摘された。そこで，台湾団結連盟の黄昆輝主席は 2




































































部は CECA の推進を要求した全国工業総会など主要 6 経済団体に委託し，

































原因は政府が ECFA の内容を明らかにしなかったことと，野党が ECFA に
より中小企業のダメージや労働市場への悪影響が発生すると喧伝したため
である。国民党寄りの報道機関が 3 月と 10 月に実施した世論調査（表 1）
によると，3 月の時点では ECFA に賛成しないとの回答が多数を占め，一
方で野党が主張するレファレンダムへの賛成が多かった。10 月の時点で
は，賛成しないとの回答が減少し，賛成するとの回答が多くなった。しか













う条件がある（1947 年 GATT 第 24 条）。途上国の場合は 1979 年の GATT
決定による授権条項にもとづき，自由化が劣る貿易協定の締結も許される。






? 1　ECFA に関する世論調査結果（2009 年 3 月および 10 月）
ECFA に賛成するか？ 
賛成する 賛成しない 意見なし 
3 月 29％ 31％
10 月 46％ 33％ 20％ 
ECFA の内容が何か知っているか？ 
知っている 知らない 
3 月 29％ 71％
10 月 29％ 69％ 
政府は ECFA について十分説明した
か？ 
した していない 意見なし 
3 月 7％ 68％
10 月 6％ 77％ 17％ 
政府は ECFA について明確な説明を
する必要があるか？
ある ない 意見なし 















































2009 年 4 月に WHO の世界保健規約（IHR）が直接台湾に適用され，5 月
には世界保健大会（WHA，WHO 総会に相当）へのオブザーバー参加が実
現した。「中華民国」の国連追放後，台湾が国連専門機関に新規参加した




















くい。しかし，WHA への招聘は WHO 事務局が中国政府の同意を得たう
えで毎年行われることとされており，また実務的な影響も大きくないため，
85













リカや日本，ASEAN との FTA 締結を望んだが，馬英九政権も選挙公約で

















































このほか，台湾は APEC 加盟 4 カ国（ニュージーランド，ブルネイ，チ
リ，シンガポール）による太平洋間戦略経済連携協定（TPP もしくは P4 




かで，APEC 加盟国が締結する FTA の透明性を高めるとともに，第三国
に参加を開放する条項を設けることが謳われた。この条項を最初に盛り込
んだのが，2005 年 6 月に締結された TPP である。台湾は ASEAN+3 や東
アジア共同体構想などの枠組から排除されているため，すでに加盟してい
る APEC を重視している。また，TPP が実際に多くの未加盟国を受け入
れ始めれば，台湾が参加する可能性も出てくるだろう。ただし，先進国の
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東アジア諸国では中国の意向に配慮し，具体的な動きを見送る傾向が
ある。そこで，馬英九政権も中国の意向に左右されにくいアメリカとの








台湾はアメリカでの BSE 発生を受けて 2003 年より同国産牛肉を輸入禁
止とし，2005 年から骨や内臓を含む危険部位の除去を条件に輸入を解禁

























11 月 1 日にアメリカとの再交渉を求めるためのレファレンダムの発案を
88
呼びかけた。12 月初め時点で約 20 万もの署名を集めた
(57)





















第 1 に中国との FTA 交渉について，陳水扁政権は双方の WTO 代表部を
通じた交渉を主張したが，馬英九政権は半官半民の対中交渉組織である海
基会と中国側の海協会を通じた交渉を行う予定である。第 2 に FTA 締結
に用いる台湾の名義について，陳水扁政権は WTO での加盟名義か台湾を
主張したが，馬英九政権は双方の地位や名称に触れない方針である。第 3
に FTA の法律上の扱いについて，陳水扁政権は通常の FTA と同様，条約
として締結し，国会（台湾では立法会）の批准を経て発効する手続きを踏
もうとした。しかし，馬英九政権は行政取決に近い「両岸協議」として中
国との ECFA 締結した。ECFA は台湾の地位向上に直接寄与するものでは
ない。
このため，ECFA が台湾の国際空間の拡大に寄与するかどうかは，中国
との ECFA 締結後に第三国が台湾との FTA 交渉に応じるかどうかにかかっ
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ている。すでにシンガポールが台湾との FTA に応じる姿勢をみせた。た
だし，それ以外の国との FTA 交渉の予定は未だなく，また ASEAN+3 の
枠組への参加もめどは立っていない。今後も，台湾をめぐる動向を観察す
る必要がある。
































Cooperation Framework Agreement" を主張した。本来，中国語の「協議」の英訳
は "arrangement" である。しかし，ECFA 発効後の 2010 年 9 月 21 日に公表され
た翻訳では，台湾の主張にもとづく英文名称が採用された。この翻訳は法的な
効力をもたないものの，WTO に通報するために中国と台湾側が共同で作成した











(6)　「世衛與中國簽署 MOU 矮化台灣」『自由時報』2005 年 5 月 29 日。
(7)　「台成立兩岸共同市場基金會」BBC 中文網，2001 年 03 月 26 日（http://news.
bbc.co.uk/chinese/trad/hi/newsid_1240000/newsid_1244000/1244052.stm，2010 年 5
月 20 日アクセス）。
(8)　「蕭萬長：台灣須加速與各國簽訂 FTA 協定」『自由時報』2003 年 12 月 24 日。
(9)　「新」をつけたのは，1979 年に蒋経国総統が打ち出した「接触せず，交渉せず，
妥協せず」というかつての「三不政策」と区別するためである。
(10)　「馬批溫　不排除抵制奧運」『自由時報』2008 年 3 月 19 日。
(11)　国民党が国連復帰レファレンダムの推進を決定したのは，2008 年 6 月 28 日
である（「名稱務實，策略彈性國民黨推重返ＵＮ公投」『自由時報』2007 年 6 月
29 日）。そのため，同年 4 月のフォーラムは開催された。
(12)　「馬英九盼台星自貿談判儘早展開」中央通信社，2008 年 4 月 16 日（http://cna.
com.tw/CNA/china/SearchDetail.aspx?strCatL=HEL&strNewsID=200804160037，
2008 年 6 月 14 日アクセス）。
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(13)　「馬英九，蕭萬長經濟政策—産業再造及全球連結」（http://2008.ma19.net/
policy4you/economy/reform，2010 年 1 月 12 日アクセス）。
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(17)　「兩岸經貿　將談一項簽一項」『自由時報』2008 年 5 月 3 日。
(18)　Kao Koong-lian urges signing of TIFA with China, Taipei Times, Jan 02, 2009.
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ト（http://60.244.127.66/cgi-bin/big5/p1215/ae08?q1=v2&q2=p1215&q22=20090409
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ト（http://www.etaiwannews.com/etn/news_content.php?id=1098968，2010 年 1 月 7
日アクセス）。
(22)　中央社「連胡會談 ECFA 胡錦濤：年内協商」台灣英文新聞ウェブサイト（http://
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92
(30)　「馬態度強硬 拒絕 CECA 公投」『自由時報』2009 年 2 月 20 日。
(31)　「馬定調：架構協議稱 ECFA」『自由時報』2009 年 2 月 28 日。
(32)　「馬：兩岸經濟協議　不涉主權」『自由時報』2009 年 2 月 28 日。
(33)　「吳揆：ECFA 簽得早 不如簽得好」『自由時報』2010 年 6 月 9 日。
(34)　「與王不同調／馬：ECFA 比照條約 不能逐條審」『自由時報』2010 年 7 月 1 日。
(35)　「馬：比照條約 國會不能逐條修」『自由時報』2010 年 7 月 2 日。
(36)　行政院経済部国際貿易局「政府簽兩岸經濟合作架構協議（ECFA），是援引
GATT 第 24 條，而非所謂《授權條款》」ECFA 兩岸經濟合作架構協議ウェブサイ
ト（http://www.ecfa.org.tw/news-data.aspx?fdID=120，2010 年 1 月 12 日アクセス）。
(37)　童振源「CECA 有利，不能壓寶中國善意」『聯合報』2009 年 2 月 28 日。
(38)　実際には，保険，銀行，証券に関する 3 つの覚え書きからなる。
(39)　「馬英九，蕭萬長外交政策」馬英九，蕭萬長 2008 總統大選競選網站（http://2008.
ma19.net/policy4you/diplomacy，2008 年 6 月 14 日アクセス）。
(40)　「馬英九盼台星自貿談判儘早展開」中央社，2008 年 4 月 16 日。（http://cna.
com.tw/CNA/china/SearchDetail.aspx?strCatL=HEL&strNewsID=200804160037　
2008 年 6 月 14 日アクセス）。
(41)　「江丙坤：簽 FTA 新加坡列最優先」『工商時報』2008 年 5 月 1 日。
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